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「収穫を終えて」
（撮影者：嵐山町写真クラブ 杉田　哲／撮影場所：嵐山町二瀬）
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佐藤　洋子 さんからひとこと
「年齢に応じた学びと活動を楽しむ」
居住区の男女共同参画条例を作るための提言作りに関わった。ひと口に条例といっても難しい。国
の基本法や都の条例より後退せずに、何をどのように盛り込み、地域の特性をどのように生かしてい
くのか。
ところが、私のように長年フルタイムで働いてきた人間は、地域といってもほとんど知らない。こ
れまで地域といえるものに、密接に関わったのは、30年近くも前、息子の保育園時代の父母の会活動
ぐらいだ。
まず、区の現状を数字や調査で学ぶことから始め、いちばん教えられたのは、委員会に参加した地
域活動実践の住民の方たちからであった。例えば、自治会の役員を父親の時代から引き継いできた男
性は、マンションだらけで住民の姿が見えないこの地域の自治会の改革について、これまでの世帯参
加から個人参加に変革しようとされていた。活動するのは女性だが、役員は男性、というパターンも
変える発想の転換だと思った。
また、大繁華街を控えて、女性、特に外国人女性の問題に長年関わってきたベテランは、条例にも、
繁華街のありようの規制を盛り込むことを強く主張された。この区の働く女性の52.7％、男性の41.9％
が居住区の中で職業についているという大きなメリットも、一方でこの区は持っている。無論、職種
が卸売り・小売、飲食・サービス業に偏り勝ちだというデメリットも一方にはあるが……。
遅まきながら、私自身が、委員会の度にこのような学びと議論を重ねて、結果的に区と区民の責務、
事業者の責務、地域団体の責務等も盛り込む条例を実現させるところまでこぎつけた。
記者時代から、いくつになっても、学習の大切さは身にしみて感じていた。実務の中で重ねる学習
は、学生時代の勉強よりはずっと身につくことは、実感として持ってきた。しかし、地域との関わり
を深めて、年齢とともに、学びも実践も変化していくのではないかと思った。
定期的に拘束される職業から退りぞいた私の口癖は、「活動はボランティアよ」になった。声を掛け
てくださる友人たちと共に学び実践していく喜びを、時間にゆとりのできたこの年齢になってはじめ
て味わっているからだ。
いま、定期的な友人との読書会や、長年の希望だった語学習得のための地域の社会教育会館通いな
ど、しっかり地域を巡り学びながら、そのことが、また仕事や新しい実践に跳ね返っていくことを感
じている。
プロフィール
1959年　早稲田大学第一政経学部卒業
朝日新聞学芸部記者、同編集委員、1980年「国連婦人の10年中間年」取材でコペンハーゲン特派。
1992年　東京都豊島区立男女平等推進センター所長
1999年　東京女性財団理事長・東京ウィメンズプラザ館長就任
現 職 ジャーナリスト
専門分野 ジェンダー、女性労働、男女共同参画
所属学会等 フォーラム「女性と労働21」
著 書 『男の子の育て方』（教育史料出版会・1990年）
『男に聞く－フェミニズムという男性問題』（朝日新聞社・1991年）
『女が定年を迎えるとき』（大和書房・1992年）
『女30代こんなふうに生きたい－仕事も結婚も子育ても』（海竜社・1994年）
『60代を生きる－死への距離を計りつつ』（マガジンハウス社・1999年） その他多数
平成16年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
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事業予告・募集
子育てネットワーク研究交流協議会
子育て中の親や子育てサークル、子育て支援団体、行政、関係機関を結ぶ役割を担う「子育てネッ
トワーク」の役割と意義・課題について協議を行い、その充実を図ることを目的に「子育てネットワ
ーク研究交流協議会」を下記の各地域で開催します。
【子育てネットワーク大分集会 in 湯布院】
テーマ：大分発・子育てネットワーク考！～医・食・遊・メディアからのアプローチ～
日　時：平成16年11月13日º12：10～　　14日∂～12：15
場　所：大分県立湯布院青年の家　大分県大分郡湯布院町川西1200
【子育てネットワーク研究交流協議会東北会場】
テーマ：子育てネットワーク・子育て支援グループの交流と、行政との協働
～集まろう　学びあおう　手をつなごう～
日　時：平成16年11月19日ª12：45～　　20日º～12：00
場　所：遊学館　山形市緑町1－2－36
【子育てネットワーク in 岡山】
テーマ：今、本当に必要な子育て支援とは何か？
～お互いに育ち合っていくために、ネットワークの果たす役割とは？
日　時：平成16年12月5日∂10：00～15：30
場　所：備前市市民センター　岡山県備前市東片上17－2
問い合わせ先：国立女性教育会館事業課（担当：山川）
国立女性教育会館のホームページ（http://www.nwec.jp）でも御覧いただけます。
女性関連施設相談担当者実務研修
女性問題に関する相談が急増している今日、各地の女性センターからの強い要望があって昨年度か
ら始まった研修です。
女性関連施設等における相談は、DV、虐待、就労など多様な内容になりますが、何よりも男女共同
参画の視点に立って、援助、支援することが大事です。
今年度は、相談員の経験に応じてコース別に分け、女性関連施設における相談事業の意義・役割、
ハード面の留意点、相談員のあり方、相談員への支援システム、地域の社会資源の活用、今日的課題
に対する研修等、より実践に活かせる内容とします。
お問い合わせは、国立女性教育会館事業課まで。
〈趣　旨〉公私立の女性関連施設の相談担当者に対する専門的・実践的な研修を行い、相談担当者の
資質・能力の向上を図る。
〈期　日〉平成17年1月26日π～28日ª 2泊3日
〈場　所〉国立女性教育会館
〈経　費〉参加費：無料。旅費：旅費規程により会館が支給。
国立女性教育会館地域セミナー
会館では、今年度より新規事業として、「国立女性教育会館地域セミナー」を開催します。このセミ
ナーは、これまで会館で実施してきた事業の成果を活用したプログラムを地域の実情に応じて開発・
実施し、地域のリーダーの資質向上をめざすものです。今年度は、全国2か所で開催。共催機関・日時、
テーマ、対象は、次のとおりです。
【青森県男女共同参画センター】
11月18日・19日（木・金） 1泊2日
「これからの女性関連施設の役割」
女性関連施設等職員　60人（募集中）
問合せ先
電話017－732－1085
【大阪市立男女共同参画センター南部館】
12月11日º 1日
「女性の生涯にわたるこころの健康支援」
女性関連施設、相談関連機関等関係者及
び女性相談支援関係者　200人
問合せ先：電話06－6770－7200
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事業の実施報告
平成16年8月27日ª～29日∂の3日間、「男女共同参画のた
めの女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム」を開催しまし
た。フォーラムでは、フォーラム企画委員・会館実施の14ワ
ークショップと、同時開催した全国それぞれの活動成果を趣向
を凝らして報告、情報交換する会館施設開放期間ワークショッ
プ100件に、全国から1,863名の参加がありました。
本フォーラムは、毎年夏に行ってきた「女性学・ジェンダー
研究フォーラム」と、秋に行ってきた「ヌエック全国交流フェ
スティバル」を合体させたもので、女性の社会進出が進む中、
それを取り巻く状況の複雑さと多様化の中で、男女共同参画社会の形成に向けて自らの意思で社会に
参画、社会を変えていく課題と方法を見出すことをねらいとして実施しました。併せて“研究”“教
育”／“学習”“実践”を結び、女性のエンパワーメントを目指すネットワーク作りの場でもあります。
3日間を通して行われたフォーラムは、参加者の熱気に包まれたものになりました。
【男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム】
キャリア形成支援推進セミナー
7月27日∏～29日∫の2泊3日、平成16年度新規事業として
「キャリア形成支援推進セミナー」を実施しました。酷暑の中、
学校関係者47名、生涯学習・女性教育関係職員35名、その他
行政、学生等様々な立場の方々、104名の参加を得て開催され
ました。
「学校・地域でキャリア形成支援をどう進めるか」のテーマ
のもと、渡辺三枝子氏、広岡守穂氏、原川耕治氏の各講義にお
いて、キャリアとはその人の足跡・経験のことであり、働くこ
とを通して自分をどう意味づけするかということであること、
学校・家庭・地域が連携しながらキャリア形成を支援していくことが重要であるということが理解さ
れました。
「学校におけるキャリア教育」「地域・家庭におけるキャリア形成支援」「女性に対するキャリア形
成支援」「諸外国におけるキャリア教育」の分科会とシンポジウムでは、キャリアとは何かの問い直
しと具体的な取組をもとにした活発な意見交換がなされ、男女共同参画の視点を踏まえて支援するこ
とを確認しました。
最後に、会館の応援者、深見希代子東京薬科大学教授による「夢、仕事、“自分を生かす”という
こと」の講演がありました。仕事を継続させてきたものは、「好奇心」「必死さ」「プロ意識」である
という言葉が心に残りました。
事業予告・募集
女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会
12月13日∑から14日∏の1泊2日で、「女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会」を開催しま
す。全国の女性関連施設の情報担当者を対象に、60名の参加者を募集します。
今年度の研究協議会は「市民活動への情報支援」を主題とし、パネル討議、ワークショップ、
WinetCASS実習またはレファレンス実習、分科会等からなるプログラムを通して、女性関連施設の
情報サービスがさまざまな市民活動の情報ニーズを把握し、応えてゆくための課題を探り、その解決
に向けて研究協議を行います。
お問い合わせ、お申し込みは情報課まで。
新規事業として開催されたセミナー
パネリスト５人によるフォーラム
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平成16年度「公開講演会」
事業の実施報告
会館は、10月15日ªに「公開講演会」を開催し、全国各地から300名近い参
加者を得た。講師はジャーナリストの佐藤洋子さん、講演のタイトルは「チャレ
ンジ！　私の生き方」でした。
講演の内容は、新聞記者として、さらに退職後は女性センターの所長として、
女性の地位向上のために尽力してきた経験の中から、女性がさまざまな分野で希
望を持って生き生きと活躍するための方法等についてでした。
A就職の困難さがその後の人生を決めたこと、B働く中で学んだ「継続は力な
り」ということ、C地域の学習の中で新聞記者の経験をいかすことができたこと、
D40年働いて知った「働き続けることは、最後は老後の自立を支える」ということ等、経験に裏打ちされたお
話に、共感を覚えた参加者が多かった。
「あきらめない、仲間・友人、継続は力なりとの言葉に励まされた」「講師の生き方に共鳴した。今後の生
き方の参考としたい」等の感想が多く寄せられました。
国際女性情報処理研修
9月28日∏～10月7日∫までの10日間、日本を含むアジア・太平洋諸国の19
カ国から25名の研修生を迎え、「国際女性情報処理研修」を実施しました。本研
修は、平成13年度からの5カ年計画の4年目として、女性情報に関する情報処理
研修を通じて情報処理能力を高めるとともに、国際的なネットワークの形成を
はかり、途上国の女性のエンパワーメントを支援することを目的としています。
今回の研修では、女性情報の発信能力を高めることに重点をおき、講義・情
報処理演習・グループワークが相互に連携する研修プログラムを企画しました。
研修前半では統計やグラフの効果的な使い方を学び、グループに分かれての
テーマディスカッションを行い、プレゼンテーションの理論と実際を学習しました。10月2日ºには、「女性
と仕事の未来館」との共催で「アジア・太平洋地域の女性との情報交換・交流のつどい」を開催しました。これ
は、研修成果の中間発表としてパワーポイントを用いたグループプレゼンテーションを行って各国の女性の現
状を伝えるとともに、一般参加者との交流セッションを設け、より広いネットワーク形成をめざしたものです。
研修後半ではウェブページ作成を集中的に行い、グループごとにテーマを選んで各国の女性の現状と課題を伝
えるウェブページを作成しました。これらのウェブページは会館のホームページ上でご覧になることができます。
盛りだくさんなプログラムでしたが、研修生の努力と研修スタッフの熱意ある指導により、実り多い研修と
なりました。
調査研究事業報告・資料の作成
研究国際室では、女性学・ジェンダー研究、生涯学習に関する調査研究を行い、その
成果の公開を目的に年1冊『国立女性教育会館研究紀要』を発行しています。
家族構造の変化、多様化が指摘された国際家族年から10年、その間にも日本の少子
化は進み合計特殊出生率は1.29にまで低下しました。少子化社会対策基本法と次世代
育成支援対策推進法が相次いで成立するなど、次世代育成をめぐる動きも活発化してい
ます。家族をめぐる現在的な動向を明らかにすることをねらいに、第8号は特集テーマ
を「変わりゆく『家族』と次代再生産」としました。
テーマ論文として「文化の革新としての次世代再生産」（丸山茂）、「平等な子育てに
向かって―“夫婦で育児”の四類型」（舩橋恵子）の2篇、実践事例報告として「母親
たちの子育て支援―自助から共助へ」（ままとんきっず、有北いくこ）、「子どもの虐待
をなくすためにー親のSOSに耳を傾けてー」（PEACE暴力防止トレーニングセンター、佐野育子）の2篇を掲
載。投稿論文は、20本の中から審査の結果4篇を掲載しました。その他、ヌエックの調査研究事業に関連する
論文、平成15年度ヌエック公開シンポジウムの収録、書評、コラムを掲載しています。ヌエックのホームペー
ジ上でも読むことができます。
お問い合わせは研究国際室紀要担当係まで。ホームページURL：http://www.nwec.jp/
国立女性教育会館研究紀要第8号発行
手話通訳つきで行われた
「公開講演会」
熱心に講義を受ける
各国の研修生
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「ドメスティック・バイオレンス」とは英語の「domestic violence」をカタカナ表記したものです。
略して「DV」とも呼ばれ、「恋人間・夫婦間など親密な間柄、または、過去のそうした間柄（例えば、
別れた元夫婦間）で起こる暴力」を意味しています。一般的には、女性がその被害者となるケースが
圧倒的に多いため、「女性に対する夫・パートナーによる暴力」の意味で用いられます。内閣府が
1999年に行った「男女間における暴力に関する調査」によりますと、身体的な暴力のうち〈医師の
治療が必要とならない程度の暴行〉を「あった」と回答した女性は、女性全体の14.7％にもなります。
また、性的な暴力のうち〈いやがっているのに性的な行為を要求される〉は18.5％、精神的な暴力の
うち〈交友関係や電話を細かく監視される〉は10.0％、〈「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょ
うなし」と言われる〉は16.5％と、いずれも女性のほうが割合（％）が高くなっています。いっぽう、
精神的な暴力で〈何を言っても無視され続ける〉は、男性が22.8％、女性が18.1％と、唯一男性のほ
うが高くなっています。仮に、女性の合計数を3,000万人としますと、10％としても300万人となり
ますから、かなりの数の女性がこれらの暴力を受けたことになります。さらには、こうした調査で秘
密厳守といっても、被害者は実態を隠す傾向がありますから、「無回答」に「経験あり」が含まれて
いる可能性も考慮しますと、経験者はかなり多数であると考えることもできます。また、内閣府が
2004年に行った『配偶者等からの暴力にかかる相談員等の支援者に関する実態調査結果』によりま
すと、被害者への保護・相談・支援を行っている職員の6割以上が、「相談業務の中で、過度の不満や
負担感を持つことがある」と回答しており、支援する側への「支援」の必要性も高まっています。
ドメスティック・バイオレンス（DV）
ことばの基礎知識
表　夫や妻から暴力等を受けた経験の構成割合［％］
（現在、夫や妻がいる、または、過去に夫や妻がいたが現在はいない人のみ）
注　：％は無回答を除外して計算している　質問項目の一部だけを表にまとめた
出所：内閣府『男女間における暴力に関する調査』1999年
【独立行政法人国立女性教育会館『男女共同参画統計データブック2003』P.140－141参照】
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（51）
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100.0（1,403）
100.0（1,289）
100.0（1,403）
100.0（1,285）
100.0（1,401）
100.0（1,287）
100.0（1,396）
100.0（1,282）
100.0（1,407）
100.0（1,286）
85.3
96.4
81.5
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7.3
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9.9
3.7
0.5
4.3
0.6
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3.0
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10.0
7.0
16.5
11.0
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
医師の治療が必要とならない
程度の暴行をうける
あなたがいやがっているのに
性的な行為を要求される
何を言っても
無視され続ける
交友関係や電話を細かく
監視される
「だれのおかげで生活できるんだ」
とか「かいしょうなし」と言われる
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（人）
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まったく
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あった
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あった
性
的
精
神
的
ボランティアコーナー
会館ボランティアの募集は、平成16年度会館ボランティア活動受
入実施要領を新しくし、変化する社会のニーズに対応して、趣旨、
活動方針、活動内容の分け方等を変更してスタートしました。
これまでに2回の募集を実施し、説明会と研修・面談を行ってき
ました。研修では会館ボランティアとして活動する上で必要なキー
ワード等の理解を深めるための講義として「男女共同参画社会の形
成を目指して」と「データで見る男女共同参画社会」を行いました。
主
催
事
業
で
の
活
動
の
様
子
情報ネットワーク
女性関連施設データベースの2004年度調査
が終了し、データが追加・更新されました。こ
れは全国の女性／男女共同参画センター、働く
婦人の家、農村婦人の家の、施設に関する概要
（名称、愛称、住所、開館年等）、研修・交流等の
事業（日程、プログラム、講師等）、情報事業、相
談事業について毎年調査を行い、データベース
化しているものです。データの追加・更新は、各
施設からWeb上で入力する共同構築方式をとっ
ており、最新のデータが迅速に提供できるよう
になっています（御協力ありがとうございまし
た）。現在、女性／男女共同参画センターは344
館登録されており、施設概要、情報事業、相談
事業は最新の状況に、また研修・交流等の事業は、2003年度・2004年度開催の1,600件以
上が追加されています。参加したい事業を調べる、またプログラムの企画や講師探しのご参
考に、是非ご活用ください。
WinetCASS ─ データベース更新のお知らせ
～女性関連施設データベース2004年度データ追加・更新～
最終更新日  Wed,15 Sep 2004 14:06:32
◆施設名称�
�
�
�
◆実施年度　　　　　　　　　　　  2004年�
◆事業名�
子育てネットワーク研究交流協議会「子育てネットワーク in ヌエック」�
◆事業分野�
�
◆事業対象者�
�
�
◆実施回数�
◆延べ参加者数�
◆事業のねらい�
　子育ての負担が母親のみに集中する状況が緩和され、男女が共に子育ての責任を果たし、地域一体となった子�
育て支援が行われるために、子育て中の親や子育てサ クール、子育て支援団体、行政、関係機関などを結ぶ役割�
を地域社会の中で担っている「子育てネットワ クー」の役割と意義を確認し、その課題について全国的な情報交換及�
び研究協議を行い、「子育てネットワ クー」の充実を図る。併せて、家庭教育支援・子育て支援関係者の実践的な研�
修の機会とする。�
◆具体的なプログラム・講師名・スケジュー ルなど�
主題：みんなで子育て、豊かな子育て�
　　　─ 子育てネットワ クーと地域・行政・企業の連携を考える ─�
主催：独立行政法人  国立女性教育会館�
後援：文部科学省・厚生労働省�
5/29º�
1.開会　12：30～13：00
家族問題、少子・高齢化問題�
・子育てネットワーク・子育てサークルのリー ダーやメンバ ・ー父親クラ�
ブ、おやじの会等男性が中心となった子育てネットワー クのリー ダー やメ�
ンバー ・社会教育担当者、公民館職員等家庭教育行政担当者・家庭教�
育アドバイザーや子育てサポーター・子育て支援関係（福祉�
1回�
100名�
国立女性教育会館（ヌエック）�
－7－
各国の生涯学習
職業能力向上・子育て・自分育てにパワフルな韓国女性
韓国の生涯学習は1990年代に飛躍的に発展し
た。生涯学習社会の形成を目指す国の方針のも
とに法的整備が計られ、大学で行われる平生教
育（社会教育）も盛んになった。多くの大学は
平生教育館（社会教育館）をもち、教養的な、
あるいは資格取得を目的とした各種講座を開講
し、ユニークな学点銀行制度（取得した単位を
貯めて、大学卒業を認定する）も実施されてい
る。韓国の女性たちは総じてパワフルで、就業
や職業能力向上のための資格取得、また「子育
て」や「自分育て」のための学習の機会をとら
え、力をつけようとしている。ものの考え方や
生活事情、学習要求は世代により相当に異なるが、何らかのかたちで能力を発揮したい、高
めたいという願いは世代を超えて強いようである。大人のための学習は大学、図書館、区民
会館、人材能力開発センター、企業、民間の諸施設等々の多様な場で提供され、年々拡大し
ているが、国家施策による誘導という色彩が濃い。女性センターはこれから機能アップを図
ろうとしているところであり、学習の場の提供だけではなく、学習後の自発的活動や仲間づ
くりが課題とされている。近年の女性施策の強化は注目に値するものがあり、さまざまなレ
ベルでの資格設定と女性の職業能力開発が重視されている。若い女性たちは有利な職業を得
て、自立しようとする意欲を強めており、日本より早く、Ｍ字型を描く女性労働力曲線が変
わるのではないか、という予感さえする。
キョンギ女性人材開発センターでSOHO（在
宅就業）のためのパソコン技術を学ぶ。
当センターでは技術習得から就業斡旋まで手
厚くケアしている。
寄附者名
（敬称略）
寄附月
寄附の
目　的
－8－
●利用案内
一雨毎に秋も深まっています。国立女性教育会館には、皆様に
芸術・文化の造詣を深めていただくための施設も整っています。
響書院（15・10・4.5畳の和室があり、お茶・お花、お香やかる
た等に御利用いただけます。なお、貸出用のお茶の道具
も用意しております。）
音楽室（グランドピアノ、ステレオ、譜面台、長机、椅子が備
えてあります。）
美術・工芸室（七宝焼窯、陶芸用窯、ろくろ、机、椅子等が備
えてあります。）
※ 休館日（平成17年1月～3月）
12月6日∑・28日∏～31日ª、1月1日º～4日∏・17日∑
2月7日∑・21日∑、3月7日∑・31日∫
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食は御利用になれます。
B電話・FAX・e-mailによる申し込みの受付や利用
相談なども行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等が
御覧になれます。
申込専用電話：0493－62－6723
ファクス　　：0493－62－6720
ホームページ：http://www.nwec.jp/
ヌエックではより充実した業務遂
行のための経費に充てるため、寄附
金を含む外部資金を受け入れており
ます。今後とも、事業の充実、運営
の改善及びサービスの向上に努めて
まいりますので、皆様方の暖かいお
篤志を賜りますよう何とぞよろしく
お願い申し上げます。
◎寄附金に対する問い合わせは
総務課へ
一定の金額までの寄附金については、
法人及び個人の場合ともに税法の規
定により所得から控除されます。
●主な利用団体（平成16年8月～10月）
８月 13日
19日～10日
16日～18日
９月 14日
●寄附金受け入れの報告
比企地区人権教育実践報告会
第43回 埼玉県高等学校家庭
クラブ連盟
平成16年度 社会教育主事講習
全埼玉私立幼稚園連合西部ブ
ロック新規採用教員研修
９月 17日～10日
11日～12日
10月 18日～10日
13日～15日
21日～29日
30日～31日
第20回　政策・情報学生交流会
埼玉県学童保育連絡協議会
社団法人　大学婦人協会
全国女性会館協議会
第59回　彩の国まごころ国体
財団法人　日本太鼓連盟
編 集 後 記
ヌエックニュース第107号
平成16年11月15日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b いつもヌエックニュースをご愛読いただきありがとうございま
す。会館についても多くの方々にご理解いただいておりますが、
ご存じない方も多いと考え、これまで以上皆様にご利用いただけ
るよう広報活動に力を入れてまいります。皆様からもお知り合い
の方に会館についてお話いただければありがたいと思います。
b 9月28日から10月7日まで、日本を含むアジア太平洋地域の
行政担当者、ＮＧＯの指導者を対象にした情報処理技術の研修が
行なわれました。皆さん和気あいあいとしながらも、真剣に知識
と技術を習得していました。帰国後の活躍が期待されます。
平成16年8月
ヌエックサポートネット
女性教育の振興
●展示コーナー
「女性関連施設の相談事業」
全国の女性関連施設において、相談事業は大きな役割を果た
していますが、その現場にはさまざまな課題があります。女性
関連施設の相談事業について理解を深め、考えるための資料を、
１階エントランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「男女共同参画時代の女性施設の相談事業とは（女性施設ジャーナル8）」
「女性関連施設における相談員の研修についての調査」
「21世紀型の新しい相談をめざして：総合相談窓口あり方研究会報告書」
